
　

９
月
５
日
㈰
は
、
自
治
会
連
合
会
で
定

め
た
総
合
防
災
訓
練
の
統
一
実
施
日
で
す
。

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
は
、「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
（
自
助
）」「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
自
治
会
の
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

令
和
3
年
度
防
災
訓
練
の
重
点
項
目

▼
自
主
防
災
会
で
の
安
否
確
認

▼
参
加
者
同
士
の
接
触
を
回
避
し
た
訓
練

(
携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
の
紹
介
や

取
り
扱
い
方
法
の
展
示
)

9
月
5
日
㈰
は
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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家
庭
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

大
規
模
災
害
時
も
在
宅
で
避
難
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、
家
庭
に
あ
る
磐
田
市

防
災
フ
ァ
イ
ル
と
「
家
庭
の
防
災
点
検
ポ

イ
ン
ト
」(
７
月
中
旬
の
自
治
会
回
覧
で
全

戸
配
布
)
を
活
用
し
、
家
庭
の
防
災
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
家
具
固
定
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
市
が
委
託
す
る
磐
田
建
築
工
業

組
合
が
家
具
の
固
定
を
し
ま
す
。
詳
し
く

は
地
域
づ
く
り
応
援
課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

9
月
10
日
㈮
ま
で
(
平
日
の
み
)
に
申

込
書
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
)
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
地

域
づ
く
り
応
援
課
へ
(
電
話
申
込
可
)

　

道
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

緊
急
輸
送
路
や
小
中
学
校
の
通
学
路
沿
い

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
安
全
な
塀
(
金
属

製
フ
ェ
ン
ス
、
生
け
垣
な
ど
)
に
造
り
替

え
る
改
善
費
用
も
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
緊
急
輸
送
路
と
は
、
災
害
時
の
緊
急
輸

　

送
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
県
・
市
が
定

　

め
た
道
路
の
こ
と

対
象（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

･
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
4
段
積
み
以
上
(
石
塀

　

な
ど
は
高
さ
60
㌢
以
上
)
の
も
の

･
地
震
の
際
に
倒
壊
・
転
倒
の
恐
れ
が
あ

　

る
も
の
で
全
て
を
撤
去
す
る
も
の

･
住
宅
や
事
業
所
な
ど
か
ら
避
難
所
な
ど

　

へ
避
難
す
る
道
路
沿
い
の
も
の

補
助
額

･
撤
去
事
業
：
「
工
事
に
要
す
る
費
用
の 

　

2
分
の
１
」
と
「
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

　

塀
な
ど
の
長
さ
(
m
)
×
4
6
0
0
円
」

　

を
比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額　

　

(
1
敷
地
に
付
き
上
限
10
万
円
)

･
改
善
事
業
：
「
工
事
に
要
す
る
費
用
の
2

　

分
の
１
」
と
「
改
善
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　

な
ど
の
長
さ
(
m
)
×
1
万
9
2
0
0
円
」

　

を
比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額　

　

(
1
敷
地
に
付
き
上
限
25
万
円
)

　

※
改
善
事
業
の
対
象
は
、
緊
急
輸
送
路

　

   

ま
た
は
通
学
路
沿
い

　

※
撤
去
事
業
と
の
併
用
可

▼
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
前
に
現
地
調
査
を
し
ま
す
の
で
、

建
築
住
宅
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
地
震
対
策
へ
の
助
成
制
度

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
や
防
災
ベ
ッ
ド

整
備
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
・
解
体
の
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
善
を
助
成

助
成
制
度
を
利
用
し
て
地
震
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

問
建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

▲自治会での安否確認訓練の
　様子

▲地震で倒壊した
　ブロック塀

102021年（令和3年）8月号
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問福祉課（i
あい

プラザ 3 階）☎ 0538-37-4814　ＦＡＸ 0538-36-1635

ご存じですか？民生委員・児童委員
ページ番号 1001982

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
・
見
守
り
役
で
す

　

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤
特
別
職
の

公
務
員
で
、
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
3
年
で
す
が
、

再
任
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
「
児
童
委
員
」
を
兼
ね

て
い
て
、
一
部
の
児
童
委
員
は
、
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的

に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
高
齢
の
方
や
障
が
い

の
あ
る
方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
上
の
悩
み
や
心
配
事
な
ど
、

担
当
地
区
の
相
談
に
広
く
応
じ
、
相

談
内
容
に
よ
っ
て
、
適
切
な
専
門
機

関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
必
要
な
支
援

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
の
依
頼
に
よ
り
、

担
当
地
区
の
状
況
調
査
な
ど
に
協
力

し
た
り
、
地
域
の
課
題
解
決
や
支
援

に
取
り
組
む
た
め
、
研
修
会
な
ど
で

必
要
な
知
識
の
習
得
に
努
め
た
り
し

て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
？

　

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る

「
健
や
か
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
担
当
地
区
は
な
く
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
て

子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秘
密
は
守
っ
て
も
ら
え
る
の
？

　

各
委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、

個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
活
動
で
知
り
得
た
情
報
は
、
退

任
後
も
変
わ
ら
ず
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
の
秘
密
を

漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員は
地域の良き「相談相手」、必要な支援への「つなぎ役」になります

ひとりで悩んでいませんか？
自然災害が心配、ど
んな準備が必要？

ひとり暮らしで、
将来が心配

初めての子育てで心配、
誰に相談したらいいの？

福祉サービスの手続き
方法がわからない

お住まいの地域を担当する民生委員・児童委員が分からない場合は、福祉課へお問い合わせください

11 2021年（令和3年）8月号
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屋
外
広
告
物
と
は　

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
建
物
の
壁
面
や
屋

上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
広
告
板
、
野
立
て

の
広
告
塔
な
ど
、
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ

れ
た
広
告
物
を
い
い
ま
す
。
広
告
物
を
取

り
付
け
る
た
め
の
脚
も
含
ま
れ
ま
す
。

規
制
地
域
と
許
可

　

市
内
に
は
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
を
規

制
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
規
制
地

域
に
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、
事
前

に
許
可
が
必
要
で
す
。
規
制
地
域
や
許
可

申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　
市
で
は
県
と
連
携
し
、
違
反
広
告
物
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
中
は
調
査
を

強
化
し
、
無
許
可
で
広
告
物
を
表
示
し
て

い
る
場
合
や
、
大
き
さ
な
ど
が
条
例
に
適

合
し
て
い
な
い
場
合
は
、
許
可
申
請
や
改

修
、
除
却
の
措
置
を
依
頼
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
適
切
な
管
理
を

9
月
１
日
〜
10
日
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す

問
都
市
計
画
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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◎
許
可
を
受
け
て
い
る
か
不
明
な
と
き

　

設
置
を
依
頼
し
た
広
告
業
者
ま
た
は
都

市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
点
検
で
安
全
管
理
を

　

看
板
事
故
で
第
三
者
に
被
害
を
与
え
た

場
合
、
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
信
用

を
一
瞬
で
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
看
板

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
定
期
的
に
点

検
や
補
修
な
ど
を
実
施
し
、
安
全
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

「
お
助
け
号
」
の
運
行
案
内

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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免
許
自
主
返
納
者
へ
の
運
賃
割
引

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
は
、
65

歳
以
上
で
運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
さ
れ

た
方
の
運
賃
が
半
額
に
な
る
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
運
転
経
歴
証
明
書
は
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
の
手
続
き
を
す
る

際
に
警
察
署
な
ど
で
申
請
の
上
、
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
手
数
料
は

1
1
0
0
円
か
か
り
ま
す
)。

　

詳
し
く
は
磐
田
警
察
署
(
☎
37-

０
１

１
０
)
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
市
内

を
８
つ
の
地
区
に
分
け
て
運
行
し
て
い
る

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
す
。
平
成
22
年

度
に
竜
洋
地
区
で
運
行
を
開
始
し
、
現
在

は
市
内
全
域
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
と
指
定
施
設
間
を
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常
生

活
の
移
動
手
段
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

運
行
内
容
に
つ
い
て

▼
運
賃
╱
地
区
内

4
0
0

円
(
地
区
外
は

行
き
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)　

▼
時
刻
╱
地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
時
刻

▼
運
行
日
╱
平
日
・
土
曜
日
　

▼
運
休
日
╱
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

▼
利
用
方
法
╱
事
前
の
利
用
者
登
録
(
無

料
)
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
各
支
所
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
地
域
づ
く
り
応
援
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▲さまざまな屋外広告物の例

屋上広告

野立て広告

広
告
幕

突
出
広
告

壁
面
広
告

▲お助け号のマークの車両がお迎えに行きます
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老
人
の
日
・
老
人
週
間
と
は　

　

昭
和
26
年
に
「
と
し
よ
り
の
日
・
と
し

よ
り
の
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
世
論
を
高
め
る
力
と
な
り
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
、
平

成
13
年
の
老
人
福
祉
法
の
改
正
で
９
月
15

日
が
「
老
人
の
日
」、同
月
21
日
ま
で
が
「
老

人
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
歳
を
超
え
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
職
場
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
や
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見

守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
積
極

的
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
と
う
と
す
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
講
座
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
、
老
若
男
女
の
交
流
が
育

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健健け
ん
け
ん

幸幸こ
う
こ
う

な
い
わ
た
・
健
康
長
寿

な
い
わ
た
・
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

を
目
指
し
て

9
月
15
日
は
老
人
の
日
、
15
日
～
21
日
は
老
人
週
間
で
す

問
高
齢
者
支
援
課
（
ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）
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認
知
症
へ
の
理
解
を
進
め
、
本
人
や
家

族
へ
の
施
策
の
充
実
を
目
的
と
し
て
９
月

21
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」

に
制
定
し
、
９
月
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
」
と
し
て
世
界
各
国
で
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
全
国

各
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
認
知
症
施
策
啓

発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

2
0
2
5

年
に
は
、
全
国
の
高
齢
者
で

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
方
が

7
0
0

万
人
、

５
人
に
1
人
の
割
合
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
認
知
症
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
病
気
」
で
す
。
認
知
症
の
方
、
そ
の

ご
家
族
に
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
」
で
す
。
講
座
は
自

治
会
や
職
場
な
ど
の
10
人
以
上
の
団
体
を

対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

毎
年
９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

問
高
齢
者
支
援
課
（
ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）
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健
けん

幸
こう

とは ･･･
　「健康は幸せの源であり、生涯を

通じて健康で生きがいを持ち、幸せ

な生活を営んでいる」という考え方

による造語です。健幸には、自ら健

康で自立した生活ができるように努

めることが大切です。

令和 3 年度 市内の長寿の状況

喜寿（77 歳）
1,927 人（男 963 人、女 964 人）

米寿（88 歳）
847 人（男 270 人、女 577 人）

百寿（100 歳）
　　  53 人（男　  9 人、女　44 人）

100 歳以上
　　 101 人（男     8 人、女　93 人）

※上記は年度内に年齢に達する予定者数

最高年齢　男 107 歳　女 109 歳

※令和 3 年 7 月 5 日現在

「磐田市」+「登録番号」
が書かれたオレンジ色
のシール▶

　認知症の方などが行方不明に

なった際、同報無線放送で捜索

の協力を呼び掛けています。放

送の内容は「いわたホッとライ

ン」でも配信しています。行方不

明者情報を参考に、情報提供な

ど捜索へのご協力をお願いし

ます。

いわたホッとラインへ登録

登録はこちらから▶

　認知症などにより行方不明に

なる可能性がある高齢者などを

対象に、見守りオレンジシール

を配付しています。登録者情報

を関係機関と共有し、地域での

見守り、行方不明時の早期発見

につなげています。

見守りオレンジシール
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「
突
然
の
迷
子
、
事
故
な
ど
で
家
族
同
然

の
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

今
一
度
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト

の
飼
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
犬
を
散
歩
の
際
は

　

迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
必
ず
リ
ー
ド

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
リ
ー
ド
が
付
い
て
い

な
い
と
周
囲
の
人
た
ち
が
不
安
を
感
じ
ま

す
。
「
こ
の
子
は
人
に
危
害
を
加
え
な
い
」

と
考
え
る
飼
い
主
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
動
物
が
苦
手
な
方
や
子
ど
も
な
ど

に
は
恐
怖
を
与
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

猫
の
放
し
飼
い
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

放
し
飼
い
さ
れ
た
猫
は
、
猫
同
士
の
ケ

ン
カ
で
の
怪
我
や
、
交
通
事
故
で
不
幸
に

も
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
猫
の
安
全
を
一
番
に
考
え
て
、
屋
内

で
の
飼
育
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る
子
ど
も

た
ち
が
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
オ
ー
ル
磐
田
で

応
援
す
る
事
業
で
す
。

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
を
サ
ポ
ー
ト

　

入
学
準
備
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽
減

の
た
め
、
商
品
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

犬
と
猫
の
飼
い
方

ペ
ッ
ト
も
大
切
な
家
族
の
一
員
で
す

問
環
境
課
（
西
庁
舎
1
階
）
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中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業

新
中
学
生
の
門
出
を
応
援
し
ま
す

問
ひ
と
・
ほ
ん
の
庭　

に
こ
っ
と
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あ
な
た
の
「
応
援
す
る
気
持
ち
」
を

届
け
よ
う

　

新
中
学
生
に
向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
、
子
ど
も

た
ち
に
届
け
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

９
月
1
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈰

▼
メ
ッ
セ
ー
ジ
用
紙
設
置
場
所

　

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭　

に
こ
っ
と
、
市
立

図
書
館(

中
央
図
書
館
、
竜
洋
図
書
館
、

福
田
図
書
館
、
豊
岡
図
書
館
、
な
が
ふ

じ
図
書
館)

▼
募
集
内
容

　

新
中
学
生
へ
の
温
か
な
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！
集
ま
っ
た
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
は
子
ど
も
た
ち
に
届
け
ま
す
。

ペ
ッ
ト
は
住
所
も
名
前
も
言
え
ま
せ
ん

　

迷
子
や
災
害
な
ど
で
飼
い
主
と
離
れ
離

れ
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
が
、
犬い

ぬ

鑑か
ん

札さ
つ

や
飼
い

主
の
情
報
が
入
っ
た
名
札
を
付
け
て
い
る

と
、
保
護
さ
れ
た
時
に
身
元
が
分
か
り
、

飼
い
主
の
元
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
時
は
、
環
境
課
、
西
部
保
健
所
(
☎
37

－

2
2
4
5
)、
磐
田
警
察
署
(
☎
37

－

0
1
1
0
)
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
、
そ
の
一
生
に

責
任
を
持
つ
こ
と
で
す
。
飼
い
主
は
ペ
ッ

ト
の
幸
せ
を
考
え
る
と
と
も
に
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
飼
い
方
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

▲令和 2 年度商品券 ( 参考 )

▼
支
給
額

　

市
内
在
住
で
令
和
4
年

　

度
に
中
学
校
入
学
予
定

　

の
児
童(

現
小
学
6
年

　

生)

1

人
あ
た
り
3
万

　

円
分
の
商
品
券

▼
使
用
対
象

　

中
学
校
入
学
時
の
学
校

　

指
定
の
制
服
・
体
育
衣

　

料
の
購
入

▼
支
給
方
法

　

12
月
上
旬
か
ら
対
象
者
に
対
し
、
詳
し

　

い
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。



②遺跡・古墳の
　成果が未公表

方針３

文化財や施設の保存

・管理体制の確立

○保存活用・整備
　計画の作成

○調査・指定作業

方針１

“ 地域の宝 ”磨き

方針２

市内外へのアピール

①文化財の基礎的な
　資料の蓄積が不足

③無形民俗文化財の担い手
　不足・記録保存が不十分

⑥民俗文化財の保管・
　所蔵施設が未確定

課題

⑤史跡や文化財施設の
　整備の見通しがない④市民・市内外への

　周知活動が不十分

○普及啓発・活用
○磐田市総ぐるみの
　取り組みの推進

市民が誇れる
自然と歴史・文化のまち

取組レベル
の向上

成果
の活用

継承への理解

infomation

問文化財課（埋蔵文化財センター）☎ 0538-32-9699　ＦＡＸ 0538-32-9764

磐田市文化財保存活用地域計画を作成

ページ番号 1009747

磐
田
市
の
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
が

県
内
で
初
め
て
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

　

市
で
は
、
指
定
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
磐
田
市
の
歴
史
文
化
・

生
活
文
化
を
作
り
上
げ
て
い
る
全
て
の
も
の
を
〝
地
域
の
宝
〟
と

し
て
保
存
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
課
題
・
方
針
・
措
置
を
整
理
し
、

「
磐
田
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

事業：訪問歴史教室の拡充 事業：甑
こしき

塚
づか

古墳発掘調査
　　　報告書刊行

事業：遠江国分寺跡再整備
事業：旧見付学校
　　　「昔の授業体験」

磐田市文化財保存活用地域計画

磐
田
の
文
化
財
と
そ
の
課
題

　

市
内
に
は
、
遠

と
お
と
う
み

江
国
分
寺
跡
や
旧

見
付
学
校
、
見
付
天
神
裸
祭
な
ど
の

国
指
定
文
化
財
が
８
件
、
善
導
寺
大

ク
ス
、
府
八
幡
宮
楼ろ

う

門も
ん

な
ど
の
県
指

定
文
化
財
が
18
件
、
そ
の
他
市
指
定

文
化
財
が
1
3
1
件
な
ど
、
数
多
く

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
文
化
財
の
保
存
継
承
を
す
る
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
化
財
が
失
わ
れ
る
心
配
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

地
域
計
画
と
は

　

地
域
計
画
は
、
平
成
31
年
4
月
に

施
行
さ
れ
た
改
正
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
い
て
、
市
が
目
指
す
目
標
や
中

長
期
的
な
取
り
組
み
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。

　

市
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
準
備

を
進
め
、
文
化
庁
・
県
の
指
導
の
も

と
、
作
成
協
議
会
で
の
協
議
、
文
化

財
保
護
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、

今
年
の
3
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
7
月
16
日
㈮
に
県
内

で
初
め
て
と
な
る
文
化
庁
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

今
後
の
対
応

　

今
後
、
令
和
11
年
ま
で
の
9
年
間

で
、
こ
の
計
画
に
記
載
し
た
1
0
5

の
事
業
を
実
施
し
、
行
政
だ
け
で
な

く
磐
田
市
総
ぐ
る
み
で
文
化
財
の
保

存
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、「
市
民
が
誇
れ
る
自
然
と
歴
史
・

文
化
の
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

15 2021年（令和3年）8月号


